
VOICE AND AUDIO COMMUNICATIONS 
音声・オーディオ通信（1/2） 

【概要】 

有人ミッションをサポートするための、運用管制室（MCC）間や宇宙飛行士－運用管制官の交信、緊急時、ランデブ運用・近傍運用・ドッ

キング運用時など、様々な場面で音声通信（音声データ交換）を行うための技術、サービス及びそのインタフェースに関する仕様を定義・

推奨するものである。 

【内容】 

リアルタイム、準リアルタイムの音声通信は、月や惑星等の比較的

近い距離で適用可能であり、長距離の場合は音声データのファイル

交換で実現するのが推奨される。 

リアルタイム音声データの交換には、パケット転送（VoIP）やフレー

ム転送（E1/T1 *1)が用いられる。一方、遠距離の音声通信（リアルタ

イム音声通信が不可能または不要な場合）には、FTP、CFDPを用

いた音声データのファイル交換が望ましい。また準リアルタイムのベ

ストエフォート型音声通信にDTNを用いることも将来の拡張性として

言及されている。 

 

地上間の音声通信では、パケット転送（VoIP）またはフレーム転送

（E1/T1）を時分割多重化（TDM）と組み合わせて用いる可能性につ

いて検討が行われている。 

 

右（表１）に、音声伝送に用いられるプロトコルを示す。 

MCCの音声通信システムの種類や機能により、使用するプロトコル

は異なる。 

表1: 音声伝送に利用するプロトコル一覧 

Blue Book 
CCSDS 766.2-B-1 

発行月： 2017年11月 

ISO - 

注*1： E1/T1は、デジタル専用回線の一種であるPDH （Plesiochronous Digital Hierarchy）にお
いて用いられる規格であり、T1は米国国家規格協会(ANSI)が策定した標準規格で、64kbpsのデ
ジタル回線を24本束ねて多重化したもの、一方、E1は64kbpsの回線を30本束ねて2.048Mbpsと
した欧州規格。 
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図2:  MCC（Matrix A）-MCC（Matrix B）間の接続例 

本推奨規格草案では、主に下記について定義している。 

• 宇宙飛行士等をサポートするための音声交換方法（例：CFDP、DTNを用いた技

術）や音声伝送技術（TDMによる回線交換、VoIP） 

• 音声伝送に求められる要件 

• 音声通信サービスとして検討されている技術内容（例：音声録音、再生技術） 

• 地上通信システムの回線に関する推奨案 

• 地上－宇宙間の音声データ通信システムのデータフォーマットの推奨案 

• 国際宇宙ステーションミッションにおけるドッキング時等で利用する音声通信方法
に関する推奨案 

 

 

 

図1:  MCC内の接続例 

Blue Book 
CCSDS 766.2-B-1 

発行月： 2017年11月 

ISO - 

各国宇宙機関及び
JAXAの動向 

 本推奨規格は、
JAXAではまだ採用予
定はないが、将来的に
は国際宇宙ステーショ
ンのミッション等で宇宙
飛行士と地上管制管
間での音声システム等
で利用することが想定
されている。 
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